
解

題

い
ん
え
い
ら
い
さ
ん

本
目
録
は
、
作
家
の
谷
崎
潤
一
郎
（
１
８
８
６－

１
９
６
５
）
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
「
陰
翳
礼
讃
」
の
関
連
文
献
を
集
成
し
た
も
の
で

あ
り
、
同
作
品
が
発
表
さ
れ
た
一
九
三
三
年
か
ら
二
〇
二
一
年
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
い
る
。
本
目
録
に
お
け
る
関
連
文
献
と
は
、

「
陰
翳
礼
讃
」
の
本
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
文
献
（
教
科
書
も
含
む
）
や
、
同
作
品
を
対
象
と
し
た
論
文
及
び
批
評
、
同
作
品
と
の
関

連
性
が
認
め
ら
れ
る
創
作
、
さ
ら
に
同
作
品
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
雑
誌
や
新
聞
の
記
事
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
収
集

し
て
書
誌
学
的
に
整
理
す
る
こ
と
で
、「
陰
翳
礼
讃
」
の
受
容
史
や
、
同
作
品
に
関
係
す
る
言
説
を
展
望
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
本
稿
の

主
要
な
目
的
で
あ
る
。

「
陰
翳
礼
讃
」
の
本
文
に
は
、
様
々
な
文
化
領
域
（
文
学
、
建
築
、
映
画
、
演
劇
、
美
術
、
茶
道
、
照
明
、
食
な
ど
）
に
関
す
る
言

及
が
あ
る
。
そ
の
た
め
同
作
品
は
、
文
学
以
外
の
ジ
ャ
ン
ル
の
関
連
文
献
に
お
い
て
も
、
し
ば
し
ば
注
目
を
集
め
て
き
た
。
本
目
録
で

谷
崎
潤
一
郎
「
陰
翳
礼
讃
」
関
連
文
献
目
録
１
９
３
３－

２
０
２
１

西

村

将

洋

西
南
学
院
大
学

国
際
文
化
論
集

第
三
十
七
巻

第
二
号

二
二
一－

二
五
八
頁

二
〇
二
三
年
三
月
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は
、
で
き
る
か
ぎ
り
網
羅
的
な
デ
ー
タ
の
収
集
を
目
指
し
た
が
、
他
方
で
、
全
て
の
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
完
璧
な
調
査
を
行
う
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
関
連
文
献
の
遺
漏
も
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
本
目
録
は
不
十
分
な
内
容
に
止
ま
る
の
だ
が
、
ひ
と

ま
ず
現
段
階
で
の
デ
ー
タ
を
公
表
す
る
こ
と
で
、
識
者
に
判
断
を
委
ね
る
こ
と
と
し
た
。

加
え
て
、「
陰
翳
礼
讃
」
は
多
数
の
外
国
語
へ
翻
訳
さ
れ
て
お
り
、
外
国
語
に
よ
る
関
連
文
献
も
複
数
存
在
し
て
い
る
。
筆
者
が
調

査
し
た
か
ぎ
り
で
は
、「
陰
翳
礼
讃
」
を
翻
訳
し
た
単
行
本
は
、
英
語
版
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
版
（
一
九
七
七
年
刊
）、
イ
タ
リ
ア
語
版

（
一
九
八
二
年
刊
）、
タ
イ
語
版
（
一
九
八
五
年
刊
）、
ド
イ
ツ
語
版
（
一
九
八
七
年
刊
）
の
順
番
で
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
に
も

ガ
リ
シ
ア
語
版
（
二
〇
一
〇
年
刊
）
や
ヘ
ブ
ラ
イ
語
版
（
二
〇
一
二
年
刊
）
な
ど
、
少
な
く
と
も
一
六
カ
国
語
で
「
陰
翳
礼
讃
」
は
翻

訳
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
外
国
語
文
献
も
目
録
化
す
べ
き
だ
が
、
本
稿
で
は
割
愛
し
、
日
本
語
文
献
の
み
を

対
象
と
し
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
す
る
。
た
だ
し
、
外
国
語
の
関
連
文
献
が
邦
訳
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
日
本
語
文
献
と
し

て
扱
い
、
本
目
録
に
も
収
録
し
て
い
る
。

最
後
に
な
る
が
、
筆
者
の
「
陰
翳
礼
讃
」
に
関
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
谷
崎
潤
一
郎
の
世
界
史
――
『
陰
翳
礼
讃
』
と
20

世
紀
文
化
交
流
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
三
年
二
月
刊
行
予
定
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
同
書
で
は
、
右
に
述
べ
た
「
陰
翳
礼
讃
」
の
外

国
語
訳
や
日
本
国
外
の
関
連
文
献
に
関
す
る
情
報
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
一
部
の
事
例
に
つ
い
て
は
個
別
に
考
察
を
加
え
て
い
る
。

《
凡

例
》

一
、
本
目
録
は
一
九
三
三
年
か
ら
二
〇
二
一
年
ま
で
の
期
間
を
対
象
に
、「
陰
翳
礼
讃
」
の
関
連
文
献
を
年
代
毎
に
分
け
、
編
年
史
と

し
て
目
録
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
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一
、
単
行
本
や
雑
誌
、
新
聞
な
ど
の
刊
行
物
の
タ
イ
ト
ル
は
『

』
で
示
し
、
論
文
や
記
事
の
タ
イ
ト
ル
は
「

」
で
示
し
た
。
ま
た

著
者
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
（
無
署
名
）
と
記
載
し
た
。

一
、
単
行
本
に
つ
い
て
は
、
著
者
名
、
タ
イ
ト
ル
を
記
載
し
、
そ
の
後
の
（

）
内
に
出
版
社
名
と
発
行
年
月
を
記
し
た
。

一
、
雑
誌
や
新
聞
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
著
者
名
、
タ
イ
ト
ル
を
記
載
し
、
そ
の
後
の
（

）
内
に
、
雑
誌
の
場
合
に
は
、
誌
名
、
巻

号
数
、
発
行
年
月
を
、
新
聞
の
場
合
に
は
、
紙
名
、
発
行
年
月
日
、
朝
刊
と
夕
刊
の
違
い
を
記
し
た
。

一
、
論
文
集
や
雑
誌
の
特
集
号
な
ど
一
点
の
刊
行
物
の
中
に
、
複
数
の
関
連
文
献
が
収
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
最
初
の
行
に
論
文

集
や
特
集
号
に
関
す
る
書
誌
的
事
項
を
記
載
し
た
後
、
次
行
以
降
に
二
字
下
げ
で
収
録
さ
れ
た
関
連
文
献
の
著
者
名
と
タ
イ
ト
ル

を
列
挙
し
た
。

一
、
新
聞
記
事
に
つ
い
て
は
、
新
聞
社
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（『
朝
日
新
聞
』『
日
本
経
済
新
聞
』『
毎
日
新
聞
』『
読
売
新
聞
』
の
四
紙
）

を
調
査
し
、
必
要
に
応
じ
て
実
際
の
紙
面
も
確
認
し
た
。
た
だ
し
一
九
九
〇
年
代
前
後
か
ら
記
事
の
件
数
が
余
り
に
も
多
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、「
陰
翳
礼
讃
」
に
つ
い
て
の
簡
単
な
言
及
や
紹
介
を
行
っ
て
い
る
記
事
、
あ
る
い
は
一
般
読
者
の
投
稿
な
ど
は
割

愛
し
て
い
る
。

一
、「
陰
翳
礼
讃
」
の
教
科
書
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
《
教
科
書
へ
の
収
録
／
〜
年
》
と
記
し
た
後
（
こ
の
「
〜
年
」
と
は

教
科
書
の
使
用
開
始
年
を
示
す
）、
教
科
書
収
録
時
の
タ
イ
ト
ル
、
矢
印
の
記
号
（→

）
の
順
番
で
記
載
し
、
そ
の
後
に
教
科
書

名
と
出
版
社
名
を
列
挙
し
た
。

一
、「
陰
翳
礼
讃
」
の
教
科
書
掲
載
に
関
す
る
情
報
は
、
阿
武
泉
監
修
『
読
ん
で
お
き
た
い
名
著
案
内
教
科
書
掲
載
作
品
１
３
０
０
０
』

（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
し
た
。
た
だ
し
同
書
は
一
九
四
九
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
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し
て
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
る
の
で
、
本
目
録
で
も
そ
れ
以
外
の
期
間
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
は
特
に
注
意
さ
れ

た
い
。

一
、
書
誌
的
事
項
に
つ
い
て
補
足
説
明
が
必
要
と
な
る
場
合
に
は
、
筆
者
が
﹇

﹈
内
に
追
記
を
行
っ
た
。

一
、
関
連
文
献
に
つ
い
て
補
足
説
明
が
必
要
と
な
る
場
合
に
は
、
書
誌
的
事
項
を
記
載
し
た
後
の
「
※
」
以
下
の
部
分
で
、
筆
者
が
追

記
を
行
っ
た
。

【
一
九
三
〇
年
代
】

�
谷
崎
潤
一
郎
「
陰
翳
礼
讃
」（『
経
済
往
来
』
第
八
巻
第
一
三
号
、
一
九
三
三
年
一
二
月
〜
第
九
巻
第
一
号
、
一
九
三
四
年
一
月
）

※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
初
出
。『
経
済
往
来
』
は
日
本
評
論
社
が
発
行
し
た
総
合
雑
誌
で
あ
る
。

�（
無
署
名
）「
編
集
後
記
」（『
経
済
往
来
』
第
九
巻
第
一
号
、
一
九
三
四
年
一
月
）

�
三
上
秀
吉
「
谷
崎
潤
一
郎
氏
の
「
陰
翳
礼
讃
」
是
非
」（『
あ
ら
く
れ
』
第
二
巻
第
三
号
、
一
九
三
四
年
三
月
）

�
谷
崎
潤
一
郎
『
摂
陽
随
筆
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
三
五
年
五
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。

�（
無
署
名
）「
摂
陽
随
筆

谷
崎
潤
一
郎
著
」（『
良
書
百
選
』
第
五
輯
、
日
本
図
書
館
協
会
、
一
九
三
六
年
三
月
）

�
谷
崎
潤
一
郎
『
鶉
鷸
隴
雑
纂
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
三
六
年
四
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。

�
徳
田
浄
編
『
現
代
文
鈔

下
』（
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
高
等
女
学
校
、
一
九
三
六
年
一
〇
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
一
部

を
抄
録
。

�
周
作
人
『
周
作
人
随
筆
集
』（
松
枝
茂
夫
訳
、
改
造
社
、
一
九
三
八
年
六
月
）
※
同
書
収
録
の
「
冬
の

」
に
「
陰
翳
礼
讃
」
へ
の

言
及
あ
り
。
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�
日
夏
耿
之
介
「
谷
崎
文
学
の
民
族
性
」（『
中
央
公
論
』
第
五
四
年
第
二
号
、
一
九
三
九
年
二
月
）

�
大
森
志
朗
編
『
日
本
文
化
論
纂
』（
拓
文
堂
、
一
九
三
九
年
一
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
一
部
を
抄
録
。

�
谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃
』（
創
元
社
﹇
創
元
選
書
﹈、
一
九
三
九
年
一
二
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。

�
岡
崎
義
恵
「
谷
崎
源
氏
論
（
２
）
損
わ
れ
た
原
文
の
陰
翳
・
含
蓄
」（
一
九
三
九
年
五
月
二
四
日
朝
刊
七
面
）

【
一
九
四
〇
年
代
】

�
萩
原
朔
太
郎
「
思
想
人
と
し
て
の
谷
崎
潤
一
郎
と
正
宗
白
鳥
」（『
文
芸
日
本
』
第
二
年
第
五
号
、
一
九
四
〇
年
七
月
）
※
こ
の
記
事

は
直
後
に
上
梓
さ
れ
た
、
萩
原
朔
太
郎
『
阿
帯
――
萩
原
朔
太
郎
随
筆
集
』（
河
出
書
房
、
一
九
四
〇
年
一
〇
月
）
に
も
収
録
さ
れ

て
い
る
。

�
吉
井
勇
「
形
影
居
聯
吟
」（『
人
間
』
第
一
巻
第
六
号
、
一
九
四
六
年
六
月
）
※
連
作
短
歌
と
し
て
「
蘆
刈
」「
倚
松
庵
主
人
に
寄
す
」

「
陰
翳
礼
讃
」
の
三
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

�
桑
原
武
夫
「
谷
崎
潤
一
郎
氏
の
イ
ン
エ
イ
・
ラ
イ
サ
ン
」（『
文
芸
』
第
四
巻
第
二
号
、
一
九
四
七
年
三
月
）

【
一
九
五
〇
年
代
】

�
日
夏
耿
之
介
『
谷
崎
文
学
――
日
本
今
代
心
理
之
考
察
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
五
〇
年
三
月
）
※
「
谷
崎
文
学
の
民
族
的
性
格
」

で
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。
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�
谷
崎
潤
一
郎
『
谷
崎
潤
一
郎
作
品
集
』
第
九
巻
（
創
元
社
、
一
九
五
一
年
一
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。
辰
野
隆
「
解

説
」
が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
谷
崎
潤
一
郎
『
谷
崎
潤
一
郎
随
筆
選
集
』
第
一
巻
（
創
芸
社
、
一
九
五
一
年
六
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。
井
上
靖

「
解
説
」
が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃
』（
創
元
社
﹇
創
元
文
庫
﹈、
一
九
五
二
年
三
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。
辰
野
隆
「
解
説
」

が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
谷
崎
潤
一
郎
『
谷
崎
潤
一
郎
文
庫
』
第
三
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
三
年
一
〇
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。

�
永
井
荷
風
、
谷
崎
潤
一
郎
『
現
代
随
想
全
集
』
第
一
一
巻
（
創
元
社
、
一
九
五
三
年
一
二
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。

十
返
肇
「
解
説
」
が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
Ｅ
・
Ｇ
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
「
日
本
そ
の
日
そ
の
日
――
谷
崎
の
『
陰
翳
礼
讃
』
を
読
ん
で
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
五
四
年
五

月
二
四
日
朝
刊
八
面
）

�
谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃
』（
角
川
書
店
﹇
角
川
文
庫
﹈、
一
九
五
五
年
七
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。
Ｅ
・
Ｇ
・
サ
イ

デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
「
解
説
」
が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�「
谷
崎
潤
一
郎
読
本
」（『
文
芸
』
第
一
三
巻
第
四
号
﹇
臨
時
増
刊
﹈、
一
九
五
六
年
三
月
）

山
本
健
吉
「
谷
崎
潤
一
郎
と
陰
翳
礼
讃
」

亀
井
勝
一
郎
「『
少
将
滋
幹
の
母
』
覚
書
」
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�
十
返
肇
編
『
少
年
少
女
日
本
文
学
選
集
⑬
谷
崎
潤
一
郎
名
作
集
』（
あ
か
ね
書
房
、
一
九
五
六
年
四
月
）
※
同
書
に
は
「
陰
翳
礼
讃
」

の
一
部
を
抄
録
。

十
返
肇
「
谷
崎
潤
一
郎
の
お
い
た
ち
と
そ
の
作
品
」

石
田
成
太
郎
「
読
書
の
あ
と
で
」

�
谷
崎
潤
一
郎
『
現
代
日
本
文
学
全
集
71
谷
崎
潤
一
郎
集
（
二
）』（
筑
摩
書
房
、
一
九
五
六
年
四
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収

録
。
伊
藤
整
「
解
説
」
が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
大
河
内
昭
爾
『
青
春
文
学
ノ
ー
ト
』（
淡
路
書
房
、
一
九
五
六
年
八
月
）
※
「
谷
崎
潤
一
郎
「
陰
翳
礼
讃
」」
を
収
録
。

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
五
七
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→

『
新
高
等
国
語

三
下
』（
大
修
館
書
店
）。
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳

礼
賛
」→

『
高
等
国
語

二
』（
清
水
書
院
）。

�
谷
崎
潤
一
郎
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
第
二
二
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
九
年
四
月
）
※
新
書
判
自
選
全
集
。「
陰
翳
礼
讃
」
の
全

文
を
収
録
。

�
吉
田
精
一
編
『
近
代
文
学
鑑
賞
講
座

第
九
巻

谷
崎
潤
一
郎
』（
角
川
書
店
、
一
九
五
九
年
一
〇
月
）
※
同
書
に
は
「
陰
翳
礼
讃
」

の
一
部
を
抄
録
。

吉
田
精
一
「
谷
崎
潤
一
郎

本
文
お
よ
び
作
品
鑑
賞

陰
翳
礼
讃
【
鑑
賞
】」

寺
田
透
「
谷
崎
潤
一
郎
の
文
体
」

�
谷
崎
潤
一
郎
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
第
二
二
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
九
年
四
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。
伊
藤
整

「
解
説
」
が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

谷崎潤一郎「陰翳礼讃」関連文献目録1933－2021－ 227 －



【
一
九
六
〇
年
代
】

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
六
〇
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→

『
新
高
等
国
語

新
訂
版
３
』（
大
修
館
書
店
）。

�
臼
井
吉
見
編
『
現
代
教
養
全
集
26
古
典
案
内
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
〇
年
一
二
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。

�
伊
藤
整
ほ
か
編
『
鑑
賞
と
研
究

現
代
日
本
文
学
講
座

評
論
・
随
筆
２
大
正
期
』（
三
省
堂
、
一
九
六
二
年
七
月
）
※
「
陰
翳
礼

讃
」
の
一
部
を
抄
録
。
高
田
瑞
穗
が
「
陰
翳
礼
讃
」
の
「
解
題
」
と
「
解
説
」
を
担
当
。

�
長
谷
川
如
是
閑
ほ
か
『
世
界
教
養
全
集
６
』（
平
凡
社
、
一
九
六
二
年
八
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
六
三
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
影
の
美
」→

『
現
代
国
語

一
』（
三
省
堂
）。

�
磯
崎
新
「
闇
の
空
間
」（『
建
築
文
化
』
第
二
一
一
号
、
一
九
六
四
年
五
月
）

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
六
五
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
影
礼
賛
」→

『
高
等
学
校
現
代
国
語

三
』（
好
学
社
）。

�
福
田
恆
存
編
『
現
代
日
本
思
想
大
系
32

反
近
代
の
思
想
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
五
年
二
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。

福
田
恆
存
「
反
近
代
の
思
想
」
が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
橘
弘
一
郎
『
谷
崎
潤
一
郎
先
生
著
書
総
目
録
』（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
吾
八
、
一
九
六
五
年
四
月
）
※
「
第
百
三
冊

陰
翳
礼
讃

創
元
選

書
36
」
を
収
録
。

�
橋
本
芳
一
郎
『
谷
崎
潤
一
郎
の
文
学
』（
桜
風
社
、
一
九
六
五
年
六
月
）
※
「
谷
崎
文
学
に
お
け
る
「
日
本
的
」
な
も
の
」
で
「
陰

翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
谷
崎
松
子
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｇ
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
「
対
談

文
豪
を
し
の
ぶ
」（「
日
本
の
文
学

第
24
巻

谷
崎
潤
一
郎

附
録
25
」
中
央
公
論
社
、
一
九
六
六
年
二
月
）
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�
吉
田
精
一
ほ
か
編
『
近
代
文
学
』（
東
出
版
、
一
九
六
六
年
四
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
一
部
を
抄
録
。

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
六
七
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→

『
改
訂
版

国
語
現
代
文

二
』（
教
育
図
書
研
究
会
）。
タ
イ

ト
ル
「
陰
影
の
美
」→

『
新
編

現
代
国
語

一
』（
三
省
堂
）。

�
亀
井
勝
一
郎
・
臼
井
吉
見
編
『
人
生
の
本
９
日
本
の
美
』（
文
芸
春
秋
、
一
九
六
七
年
七
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。

�
谷
崎
潤
一
郎
『
日
本
の
文
学
25

谷
崎
潤
一
郎
（
三
）』（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
七
年
一
〇
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
「
解
説
」
が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
六
八
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
影
礼
賛
」→

『
高
等
学
校
現
代
国
語

三
』（
好
学
社
）。

�
村
松
剛
ほ
か
編
『
昭
和
批
評
大
系

第
一
巻
（
昭
和
初
年
代
）』（
番
町
書
房
、
一
九
六
八
年
五
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
一
部
を
抄
録
。

�
桑
原
武
夫
『
桑
原
武
夫
全
集
』
第
三
巻
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
八
年
九
月
）
※
「
谷
崎
潤
一
郎
氏
の
イ
ン
エ
イ
・
ラ
イ
サ
ン
」
を

収
録
。

�
井
上
靖
・
臼
井
吉
見
編
『
10
冊
の
本

８

美
を
た
ず
ね
て
』（
主
婦
之
友
社
、
一
九
六
九
年
四
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を

収
録
。

【
一
九
七
〇
年
代
】

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
七
〇
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
影
の
美
」→
『
新
編

現
代
国
語

一
改
訂
版
』（
三
省
堂
）。

�
日
下
哲
夫
「「
陰
翳
礼
讃
」
そ
の
教
材
分
析
」（『
愛
媛
国
文
と
教
育
』
第
二
号
、
一
九
七
〇
年
六
月
）

�
長
谷
章
久
「
陰
翳
礼
讃

写
真
と
解
説
」（『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
一
五
巻
第
八
号
、
一
九
七
〇
年
六
月
）
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�
伊
藤
整
『
谷
崎
潤
一
郎
の
文
学
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
〇
年
七
月
）
※
「「
谷
崎
潤
一
郎
全
集
」
解
説
」
の
「
第
十
六
巻
」
と

「
第
二
十
二
巻
」
で
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
七
一
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→

『
改
訂
版

国
語
現
代
文

二
』（
教
育
図
書
研
究
会
）。

�
磯
崎
新
『
空
間
へ
』（
美
術
出
版
社
、
一
九
七
一
年
二
月
）
※
「
闇
の
空
間
――
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
の
空
間
構
造
」
で
「
陰
翳
礼
讃
」

に
言
及
。

�
中
村
雄
二
郎
「「
陰
翳
礼
讃
」
と
「
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
」」（『
読
売
新
聞
』
一
九
七
一
年
五
月
一
五
日
朝
刊
一
七
面
）

�
田
中
伸
「
谷
崎
潤
一
郎
著
「
陰
翳
礼
讃
」」（『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
一
六
巻
第
一
〇
号
、
一
九
七
一
年
八
月
）

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
七
二
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
影
礼
賛
」→

『
高
等
学
校
現
代
国
語

三

改
訂
版
』（
好
学
社
）。

�
荒
正
人
編
『
谷
崎
潤
一
郎
研
究
』（
八
木
書
店
、
一
九
七
二
年
一
一
月
）

荒
正
人
「
総
論
」

益
田
勝
美
「「
陰
翳
礼
讃
」
論
」

ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
・
ピ
ジ
ョ
ー
、
水
島
裕
雄
訳
「
谷
崎
潤
一
郎
の
『
陰
翳
礼
讃
』」

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
七
三
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→

『
高
等
学
校
現
代
国
語

三

改
訂
版
』（
学
校
図
書
）。

�
小
川
和
佑
「
陰
翳
礼
讃
」（『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
第
三
八
巻
第
八
号
、
一
九
七
三
年
六
月
）

�
野
口
武
彦
『
谷
崎
潤
一
郎
論
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
三
年
八
月
）
※
同
書
の
第
四
章
「
故
郷
と
し
て
の
異
郷
」
及
び
第
五
章

「「
女
」
の
存
在
論
」
が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。
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�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
七
四
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→

『
現
代
国
語

二
』（
教
育
出
版
）、『
現
代
国
語

二
』（
教
育

図
書
研
究
会
）。

�
野
村
尚
吾
『
谷
崎
潤
一
郎
の
作
品
』（
六
興
出
版
、
一
九
七
四
年
一
一
月
）
※
「
古
典
回
帰
の
時
代
」
で
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
笠
原
伸
夫
「
異
形
な
る
闇
を
裂
く
――
近
代
の
歪
み
を
突
く
「
陰
翳
礼
讃
」
の
思
想
に
つ
い
て
」（『
日
本
及
日
本
人
』
第
一
五
三
〇

号
、
一
九
七
五
年
七
月
）

�
谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃
』（
中
央
公
論
社
﹇
中
公
文
庫
﹈、
一
九
七
五
年
一
〇
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。
吉
行
淳
之

介
「
解
説
」
が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
野
口
武
彦
ほ
か
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
文
学
16

谷
崎
潤
一
郎
』（
学
生
社
、
一
九
七
六
年
一
月
）
※
第
二
章
「
関
西
移
住
と
古
典

回
帰
」
で
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
秦
恒
平
『
谷
崎
潤
一
郎
――
「
源
氏
物
語
」
体
験
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
一
一
月
）
※
「
谷
崎
潤
一
郎
論
」
で
「
陰
翳
礼
讃
」

に
言
及
。

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
七
七
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→

『
新
訂

現
代
国
語
２
』（
教
育
出
版
）。

�
Ｔ
「
谷
崎
潤
一
郎
の
「
陰
翳
礼
讃
」
英
訳
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
七
八
年
一
月
三
〇
日
夕
刊
五
面
）

�（
無
署
名
）「
国
際
線

谷
崎
潤
一
郎
の
「
陰
翳
礼
讃
」
が
英
訳
」（『
毎
日
新
聞
』
一
九
七
八
年
四
月
二
一
日
東
京
夕
刊
七
面
）

�
神
谷
忠
孝
「
日
本
美
の
再
評
価
――
『
陰
翳
礼
讃
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
二
三
巻
第
一
〇
号
、
一

九
七
八
年
八
月
）

�
山
片
三
郎
「
建
築
物
語
（
５
）
陰
翳
礼
讃
」（『
新
住
宅
』
第
三
七
八
号
、
一
九
七
八
年
一
一
月
）
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�
中
上
健
次
「
物
語
の
系
譜
・
八
人
の
作
家

谷
崎
潤
一
郎

連
載
・
２
」（『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
二
四
巻
第
三
号
、

一
九
七
九
年
三
月
）

�
網
野
義
紘
「「
陰
翳
礼
讃
」
の
世
界
」（『
教
育
出
版
高
校
通
信
』
第
一
三
巻
第
三
号
、
一
九
七
九
年
三
月
）

�
中
村
昌
生
「
茶
苑
の
構
成
――
陰
翳
礼
讃
」（『
茶
道
の
研
究
』
第
二
四
巻
第
一
一
号
、
一
九
七
九
年
一
一
月
）

【
一
九
八
〇
年
代
】

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
八
〇
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→

『
最
新
現
代
国
語
２
』（
教
育
出
版
）。

�
加
藤
周
一
『
日
本
文
学
史
序
説

下
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
〇
年
四
月
）
※
「
谷
崎
潤
一
郎
と
小
説
家
た
ち
」
で
「
陰
翳
礼
讃
」

に
言
及
。

�
島
田
巽
「
雪
後
庵
の
傘
」（『
学
鐙
』
第
七
八
巻
第
七
号
、
一
九
八
一
年
七
月
）

�
多
田
道
太
郎
、
安
田
武
『
関
西
――
谷
崎
潤
一
郎
に
そ
っ
て
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
一
一
月
）
※
「
住
い
の
章
・
楽
園
放
浪
」

で
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
八
二
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→

『
国
語
１
』（
教
育
出
版
）。

�
中
野
孝
次
「「
陰
翳
礼
讃
」
の
新
し
さ
」（「『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
第
九
巻

月
報
９
」
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
一
月
）

�
前
田
久
徳
「
陰
翳
の
美
学
――
「
少
将
滋
幹
の
母
」
の
構
造
と
方
法
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
五
九
巻
第
六
号
、
一
九
八
二
年
六
月
）

�
平
井
邦
男
「
陰
翳
の
美
学
――
谷
崎
潤
一
郎
の
「
吉
野
葛
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
大
手
前
女
子
大
学
論
集
』
第
一
六
巻
、
一
九
八
二
年

一
一
月
）
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�
千
葉
俊
二
編
『
鑑
賞
日
本
現
代
文
学

第
８
巻

谷
崎
潤
一
郎
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
二
年
一
二
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
一
部

を
抄
録
。
千
葉
俊
二
「
谷
崎
潤
一
郎

本
文
お
よ
び
作
品
鑑
賞
」
が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
谷
崎
潤
一
郎
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
第
二
〇
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
一
二
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
八
三
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→

『
高
等
学
校
現
代
文
』（
角
川
書
店
）、『
新
国
語
２
』（
三
省
堂
）、

『
高
等
学
校
現
代
文
』（
大
修
館
書
店
）、『
高
等
学
校
現
代
文
』（
第
一
学
習
社
）、『
現
代
文
』（
明
治
書
院
）。
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼

賛
」→

『
高
等
学
校
用
現
代
文
』（
筑
摩
書
房
）。

�
前
久
夫
「
陰
翳
礼
讃
と
日
本
家
屋
の
特
質

文
学
作
品
に
み
る
住
ま
い
の
変
遷
⑫
」（『
月
刊
国
語
教
育
』
第
三
巻
第
六
号
、
一
九
八

三
年
八
月
﹇
九
月
号
﹈）

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
八
四
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→

『
高
等
学
校
新
現
代
文
』（
第
一
学
習
社
）。

�（
無
署
名
）「
に
ん
げ
ん
発
見

ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
大
和
の
心
――
パ
リ
第
３
大
学
教
授
ル
ネ
・
シ
フ
ェ
ー
ル
氏
」（『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
八
四
年
一
月
八
日
朝
刊
七
面
）

�
内
藤
昌
「
陰
翳
の
魔
法
」（『
太
陽
』
第
二
六
一
号
、
一
九
八
四
年
一
月
﹇
二
月
号
﹈）

�
大
谷
晃
一
『
仮
面
の
谷
崎
潤
一
郎
』（
創
元
社
、
一
九
八
四
年
三
月
）
※
「
第
五
帖

月
明
か
り
の
芝
生
」
で
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
谷
崎
潤
一
郎
『
谷
崎
潤
一
郎
随
筆
集
』（
岩
波
書
店
﹇
岩
波
文
庫
﹈、
一
九
八
五
年
八
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。
篠
田

一
士
「
解
説
」
が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
特
集
「
生
誕
百
年

谷
崎
潤
一
郎
」（『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
三
〇
巻
第
九
号
、
一
九
八
五
年
八
月
）

村
松
友
視
「
陰
翳
礼
讃
の
時
代
」

前
田
久
徳
「
日
本
回
帰
の
虚
像
と
実
像
」
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�
林
正
子
「『
陰
翳
礼
讃
』
論
――
谷
崎
の
〈
闇
〉
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」（『
国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
』
神
戸
大
学
「
研
究
ノ
ー
ト
」
の
会
、

第
一
八
号
、
一
九
八
五
年
九
月
）

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
八
六
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→

『
高
等
学
校
現
代
文

改
訂
版
』（
角
川
書
店
）、『
新
訂

国
語

２
』（
教
育
出
版
）、『
新
国
語
２
改
訂
版
』（
三
省
堂
）、『
高
等
学
校
現
代
文

改
訂
版
』（
大
修
館
書
店
）、『
高
等
学
校
現
代
文

（
二
訂
版
）』（
第
一
学
習
社
）、『
現
代
文

新
修
版
』（
明
治
書
院
）。

�
前
久
夫
『
文
学
の
舞
台
――
住
ま
い
』（
東
京
美
術
選
書
42
、
東
京
美
術
、
一
九
八
六
年
一
月
）
※
第
一
三
章
「「
陰
翳
礼
讃
」
と
日

本
家
屋
の
特
質
」
で
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
清
水
良
典
「
記
述
の
国
家
――
谷
崎
潤
一
郎
原
論
」（『
群
像
』
第
四
一
巻
第
六
号
、
一
九
八
六
年
六
月
）

�
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
「
手
紙

Ｍ
・
フ
ー
コ
ー
か
ら
ジ
ャ
ン
・
ダ
ニ
エ
ル
へ
」（
桜
井
直
文
訳
『
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
〔
真
理

の
歴
史
〕』
新
評
論
、
一
九
八
六
年
六
月
）
※
ジ
ャ
ン
・
ダ
ニ
エ
ル
は
雑
誌
『
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
オ
プ
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ゥ
ー
ル
』
の

編
集
長
。
こ
の
手
紙
に
関
し
て
は
、
西
野
厚
志
「
谷
崎
潤
一
郎
研
究
史
」（『K

A
W

A
D

E

夢
ム
ッ
ク

文
芸
別
冊

谷
崎
潤
一
郎
』

河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
五
年
二
月
）
も
参
照
。

�
安
藤
忠
雄
、
村
松
友
視
「
連
載
対
談
12
回

村
松
友
視
の
人
物
ラ
イ
ブ
ス
ポ
ッ
ト

安
藤
忠
雄
――
都
会
、
下
町
、
山
肌
に
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
陰
翳
礼
讃
」（『
週
刊
朝
日
』
第
九
一
巻
五
一
号
、
一
九
八
六
年
一
一
月
二
八
日
）
※
こ
の
記
事
の
後
に
は
村
松
友
視

「
対
談
後
記
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
八
七
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→

『
新
編

現
代
文
』（
東
京
書
籍
）。
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�
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
『
二
つ
の
母
国
に
生
き
て
』（
朝
日
新
聞
社
﹇
朝
日
選
書
﹈、
一
九
八
七
年
一
月
）
※
Ⅳ
「
谷
崎
先
生
の
こ
と
」

で
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
高
橋
世
織
「
陰
翳
礼
讃
」（『
高
校
通
信

東
書
国
語
』
第
二
七
八
号
、
一
九
八
七
年
一
二
月
）

�
手
塚
昌
行
「
陰
翳
礼
讃
」（『
日
本
文
芸
鑑
賞
事
典
』
第
一
〇
巻
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
八
年
二
月
）

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
八
九
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→

『
高
等
学
校
現
代
文

三
訂
版
』（
角
川
書
店
）、『
高
等
学
校
現

代
文

新
版
』（
学
校
図
書
）、『
最
新
国
語
２
』（
教
育
出
版
）、『
新
国
語
２
三
訂
版
』（
三
省
堂
）、『
高
等
学
校
現
代
文

三
訂
版
』

（
大
修
館
書
店
）、『
現
代
文

新
訂
版
』（
明
治
書
院
）。

�
千
葉
伸
夫
『
映
画
と
谷
崎
』（
青
蛙
房
、
一
九
八
九
年
一
二
月
）
※
「
陰
翳
の
美
学
」
の
章
で
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

【
一
九
九
〇
年
代
】

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
九
〇
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→

『
現
代
文
』（
尚
学
図
書
）。

�
高
田
宏
「
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

陰
翳
礼
讃
」（『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
九
〇
年
六
月
二
一
日
夕
刊
一
五
面
）

�
佐
藤
勉
・
小
泉
隆
・
鈴
木
信
宏
「『
陰
翳
礼
讃
』
に
み
る
闇
と
陰
影
の
建
築
的
分
類
」（『
学
術
講
演

概
集
Ｆ

都
市
計
画

建
築

経
済
・
住
宅
問
題

建
築
歴
史
・
意
匠
』
日
本
建
築
学
会
、
一
九
九
〇
年
九
月
）

�（
無
署
名
）「
鮮
明
な
「
第
三
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
」
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
作
品
を
上
映
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
宮
田
氏
が
企
画
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
九

一
年
四
月
一
一
日
夕
刊
九
面
）
※
国
際
映
像
ソ
フ
ト
・
フ
ェ
ア
及
び
国
際
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
シ
ネ
マ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
グ

ラ
ン
プ
リ
映
像
作
品
「
陰
翳
礼
讃
」（
宮
田
吉
雄
演
出
、
五
二
分
、
一
九
九
〇
年
）
に
関
す
る
記
事
。
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�「
第
30
回
日
本
テ
レ
ビ
技
術
賞
受
賞
技
術
報
告
」（『
映
画
テ
レ
ビ
技
術
』
第
四
六
六
号
、
一
九
九
一
年
六
月
）

和
田
洋
一
「「
文
豪
が
愛
し
た
日
本
の
美

陰
翳
礼
讃
」
の
照
明
」

浜
田
泰
生
「「
文
豪
が
愛
し
た
日
本
の
美

陰
翳
礼
讃
」
の
撮
影
」

�（
無
署
名
）「
現
代
人
物
誌

フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
モ
レ
シ
ャ
ン
さ
ん
」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
一
年
七
月
四
日
朝
刊
一
面
）

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
九
二
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→

『
高
等
学
校
現
代
文

四
訂
版
』（
角
川
書
店
）、『
改
訂

国
語

２
』（
教
育
出
版
）、『
新
国
語
２
四
訂
版
』（
三
省
堂
）、『
現
代
文

二
訂
版
』（
明
治
書
院
）。

�
特
集
「
谷
崎
潤
一
郎
の
世
界
」（『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
第
五
七
巻
第
二
号
、
一
九
九
二
年
二
月
）

長
谷
川
泉
「
谷
崎
潤
一
郎
の
宗
教
観
」

高
橋
世
織
「「
陰
翳
礼
讃
」
――
〈
闇
〉
の
喩
力
と
そ
の
展
開
」

�
千
葉
俊
二
「
教
材
と
し
て
の
谷
崎
潤
一
郎
――
「
陰
翳
礼
讃
」
と
「
文
章
読
本
」」（『
早
稲
田
大
学
国
語
教
育
研
究
』
第
一
二
集
、
一

九
九
二
年
六
月
）

�
渡
部
直
己
『
谷
崎
潤
一
郎
――
擬
態
の
誘
惑
』（
新
潮
社
、
一
九
九
二
年
六
月
）
※
Ⅰ
章
「
痴
と
愛
――
「
芸
術
家
」
谷
崎
潤
一
郎
」

で
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
た
つ
み
都
志
『
谷
崎
潤
一
郎
・「
関
西
」
の
衝
撃
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
二
年
一
一
月
）
※
「
序
に
か
え
て
」
で
「
陰
翳
礼
讃
」
に

言
及
。

�
ア
ラ
ン
・
コ
ル
ノ
ー
、
須
賀
敦
子
「
対
談

ゆ
ら
め
く
伝
統
の
陰
翳
――
映
画
『
め
ぐ
り
逢
う
朝
』
を
通
し
て
」（『
中
央
公
論

文

芸
特
集
』
第
九
巻
第
四
号
、
一
九
九
二
年
一
二
月
）

－ 236 －



�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
九
三
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→

『
現
代
文

改
訂
版
』（
尚
学
図
書
）。

�
川
崎
雅
史
・
堀
秀
行
・
佐
佐
木
綱
「
日
本
の
伝
統
的
空
間
に
現
わ
れ
る
陰
影
の
意
匠
性
に
関
す
る
研
究
」（『
土
木
学
会
論
文
集
』
第

四
五
八
号
、
一
九
九
三
年
一
月
）

�（
無
署
名
）「
取
材
フ
ァ
イ
ル
真
正
面
か
ら
「
芸
術
」
問
う
映
画
」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
三
年
一
月
二
五
日
夕
刊
一
五
面
）
※
映
画

監
督
ア
ラ
ン
・
コ
ル
ノ
ー
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
。

�
野
島
孝
一
「
映
画
「
め
ぐ
り
逢
う
朝
」（
フ
ラ
ン
ス
）
受
賞
数
々
、
格
調
高
い
映
像
」（『
毎
日
新
聞
』
一
九
九
三
年
三
月
一
日
東
京

夕
刊
七
面
）

�「
ア
ラ
ン
・
コ
ル
ノ
ー
監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
『
陰
翳
礼
讃
』
が
私
に
映
画
を
作
ら
せ
、
私
を
導
い
た
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
第
一
〇
九

八
号
、
一
九
九
三
年
一
月
﹇
下
旬
号
﹈）

�「
ア
ラ
ン
・
コ
ル
ノ
ー
監
督
来
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

影
の
方
へ
向
か
っ
て
」（
劇
場
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
め
ぐ
り
逢
う
朝T

O
U

S
L

E
S

M
A

T
IN

S
D

U
M

O
N

D
E

』
ヘ
ラ
ル
ド
・
エ
ー
ス
、
一
九
九
三
年
二
月
）
※
聞
き
手
は
長
部
日
出
雄
。

�
永
栄
啓
伸
「「
陰
翳
礼
讃
」
・
方
法
と
し
て
の
連
想
――
川
端
作
品
と
の
比
較
を
通
し
て
」（『
皇
学
館
論
叢
』
第
二
六
巻
第
一
号
、

一
九
九
三
年
二
月
）

�
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
「
ア
レ
テ
イ
ア
――
篠
山
紀
信
の
写
真
集
『
闇
の
光
』
を
読
む
」（
小
林
康
夫
訳
『
新
潮
』
第
九
〇
巻
第
四
号
、

一
九
九
三
年
四
月
）
※
論
中
で
「
陰
翳
礼
讃
」
を
引
用
し
て
い
る
。

�
高
橋
龍
介
「
没
後
半
世
紀
、
業
績
に
光

ロ
シ
ア
人
翻
訳
家
」（『
毎
日
新
聞
』
一
九
九
三
年
四
月
六
日
東
京
夕
刊
六
面
）
※
満
鉄
が

発
行
し
た
ロ
シ
ア
語
雑
誌『
東
方
評
論
』編
集
部
の
ミ
ハ
イ
ル
・
ペ
ト
ロ
ー
ビ
ッ
チ
・
グ
リ
ゴ
ー
リ
エ
フ（
１
８
９
９－

１
９
４
３
）

に
関
す
る
記
事
。「
陰
翳
礼
讃
」
の
初
の
ロ
シ
ア
語
訳
を
行
っ
た
人
物
で
あ
る
。
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�
高
田
宏
「
古
典
再
読
⑤
陰
翳
礼
讃

刺
激
に
満
ち
た
日
本
文
化
論
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
九
三
年
五
月
三
一
日
朝
刊
七
面
）

�
岡
田
芳
子
「「
陰
翳
礼
讃
」
と
い
う
こ
と
」（『
天
狼
』
天
狼
俳
句
会
、
第
四
六
巻
第
七
号
、
一
九
九
三
年
七
月
）

�
網
野
義
紘
『
荷
風
文
学
と
そ
の
周
辺
』（
翰
林
書
房
、
一
九
九
三
年
一
〇
月
）
※
「「
陰
翳
礼
讃
」
の
世
界
」
を
収
録
。

�
特
集
「
谷
崎
潤
一
郎
――
問
題
と
し
て
の
テ
ク
ス
ト
」（『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
三
八
巻
第
一
四
号
、
一
九
九
三
年
一

二
月
）蓮

實
重
彦
、
小
森
陽
一
「
対
談

谷
崎
礼
讃
――
闘
争
す
る
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
」

西
荘
保
「
陰
翳
礼
讃
」

�
伊
吹
和
子
『
わ
れ
よ
り
ほ
か
に
――
谷
崎
潤
一
郎
最
後
の
二
十
年
』（
講
談
社
、
一
九
九
四
年
二
月
）
※
「
三
の
章
『
夢
の
浮
橋
』

前
後
」
に
「
陰
翳
に
つ
い
て
」
の
節
が
あ
り
、「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
大
島
眞
木
「
フ
ラ
ン
ス
に
蘇
っ
た
蝉
丸
――
映
画
『
め
ぐ
り
逢
う
朝
』
と
日
本
文
化
」（『
比
較
文
学
研
究
』
東
大
比
較
文
学
会
、
第

六
五
号
、
一
九
九
四
年
七
月
）

�
南
博
『
日
本
人
論
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
）
※
「
昭
和
（
戦
前
）
期
」
の
「
Ⅳ
日
本
文
化
論
・
日
本
風
土
論
」「
１
日

本
文
化
と
日
本
人
」
で
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
阪
急
沿
線
都
市
研
究
会
編
『
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
都
市
文
化
――
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
光
と
影
』（
東
方
出
版
、
一
九
九
四
年
一

二
月
）
※
河
内
厚
郎
「「
陰
翳
礼
讃
」
の
都
市
」
を
収
録
。

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
九
五
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→
『
高
等
学
校
現
代
文
』（
角
川
書
店
）、『
高
等
学
校
現
代
文
』

（
学
校
図
書
）、『
新
編

現
代
文
２
』（
大
修
館
書
店
）、『
現
代
文
』（
筑
摩
書
房
）、『
精
選
現
代
文
』（
明
治
書
院
）。
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�
石
野
泉
美
「『
隠
翳
礼
讃
』
論
――
隠
翳
の
美
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
文
芸
研
究
』
関
西
学
院
大
学
文
学
研
究
科
、
第
四
六
巻
第
四

号
、
一
九
九
五
年
三
月
）

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
九
六
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→

『
新
版

現
代
文
』（
尚
学
図
書
）。

�
清
水
良
典
『
虚
構
の
天
体

谷
崎
潤
一
郎
』（
講
談
社
、
一
九
九
六
年
三
月
）
※
第
五
章
「
文
と
陰
翳
」
で
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
小
林
康
夫
ほ
か
編
『
知
の
モ
ラ
ル
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
四
月
）
※
蓮
實
重
彦
「〈
美
〉
に
つ
い
て
――
谷
崎
潤
一
郎

『
疎
開
日
記
』
か
ら
」
が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
磯
崎
新
『
手
法
が
』（
鹿
島
出
版
会
、
一
九
九
七
年
四
月
）
※
「『
陰
翳
礼
讃
』
再
読
」
を
収
録
。

�
河
内
厚
郎
「
こ
こ
ろ
の
書
『
陰
翳
礼
讃
』」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
七
年
七
月
一
日
大
阪
夕
刊
七
面
）

�
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
・
ボ
ス
カ
ロ
他
『
谷
崎
潤
一
郎
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』（
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
七
年
七
月
）

マ
リ
ア
・
テ
レ
ー
ザ
・
オ
ル
シ
「「
陰
翳
」
の
色
」

ポ
ー
ル
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
「
谷
崎
文
学
に
お
け
る
他
者
と
し
て
の
西
洋
」

ア
ン
ヌ
・
バ
ヤ
ー
ル＝

坂
井
「
谷
崎
潤
一
郎
と
双
面
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」

�
村
松
友
視
「「
ベ
ー
シ
ー
」
の
客
（
９
）
第
９
章
陰
翳
礼
讃
」（『
鳩
よ
！
』
第
一
六
巻
第
一
号
、
一
九
九
八
年
一
月
）

�
特
集
「
谷
崎
潤
一
郎
――
い
ま
、
問
い
直
す
」（『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
四
三
巻
第
六
号
、
一
九
九
八
年
五
月
）

四
方
田
犬
彦
「
谷
崎
潤
一
郎
の
映
画
体
験
」

大
島
眞
木
「
世
界
に
浸
透
し
て
い
く
谷
崎
文
学
――
欧
米
を
中
心
に
」

千
葉
俊
二
「
厠
」
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�
中
根
隆
行
「
谷
崎
潤
一
郎
「
陰
翳
礼
讃
」
に
お
け
る
大
衆
文
化
の
表
象
」（『
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
』
第
二
一
号
、
一
九

九
八
年
一
〇
月
）

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
一
九
九
九
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→

『
精
選
現
代
文
』（
明
治
書
院
）。

�
杉
本
博
司
『H

iroshi
Sugim

oto
:In

Praise
O

f
Shadow

s

』（
現
代
美
術
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｃ
Ａ
北
九
州
ほ
か
、
一
九
九
九
年
三
月
）

�
磯
崎
新
「「
陰
翳
礼
讃
」
と
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
」（『
新
潮
』
第
九
六
巻
第
七
号
、
一
九
九
九
年
七
月
）

�
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
、
多
田
道
太
郎
、
対
談
「
暮
ら
し
と
美
学
――
『
陰
翳
礼
讃
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
あ
か
り
の
文
化
誌
』
第
五
号
、

一
九
九
九
年
七
月
）

�
五
十
嵐
太
郎
編
『R

E
A

D
IN

G
S

:1

建
築
の
書
物
／
都
市
の
書
物
』（IN

A
X

出
版
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
）
※
大
杉
重
男
「『
陰

翳
礼
讃
』
谷
崎
潤
一
郎
／『
日
本
文
化
私
観
』
坂
口
安
吾
」
――
美
と
し
て
の
日
本
、
崇
高
と
し
て
の
日
本
」
を
収
録
。

�
ア
ラ
ン
・
コ
ル
バ
ン
「
序
文
」（
Ａ
・
ベ
ル
ト
ラ
ン
、
Ｐ
・
Ａ
・
カ
レ
『
電
気
の
精
と
パ
リ
』
松
本
栄
寿
・
小
浜
清
子
訳
、
玉
川
大

学
出
版
、
一
九
九
九
年
一
二
月
）

【
二
〇
〇
〇
年
代
】

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
二
〇
〇
〇
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→
『
高
等
学
校
現
代
文
２
』（
三
省
堂
）、『
現
代
文

改
訂
版
』

（
筑
摩
書
房
）。

�（
城
）「
名
著
の
風
景

谷
崎
潤
一
郎
著
、
陰
翳
礼
讃
」（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
〇
年
一
月
一
七
日
朝
刊
四
八
面
）
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�
猪
口
邦
子
、
島
田
雅
彦
、
磯
崎
新
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
（
上
）
猪
口
・
島
田
・
磯
崎
氏
紙
上
シ
ン
ポ
」（『
読
売
新

聞
』
二
〇
〇
〇
年
三
月
六
日
夕
刊
七
面
）

�
前
田
久
徳
『
谷
崎
潤
一
郎

物
語
の
生
成
』（
洋
々
社
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
※
第
六
章
「
陰
翳
の
美
学
」
で
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
藤
原
学
「『
陰
翳
礼
讃
』
論
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
」（『
学
術
講
演

概
集
Ｆ－

２

建
築
歴
史
・
意
匠
』
日
本
建
築
学
会
、
二
〇

〇
〇
年
七
月
）

�
多
和
田
葉
子
「
異
邦
人
の
陰
影
礼
賛
」（『
武
蔵
野
美
術
』
第
一
一
七
号
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
）

�
展
覧
会
図
録
『
陰
翳
礼
讃E

loge
de

l’om
bre

』（
ク
レ
ー
イ
ン
ク
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
）
※
ジ
ャ
ン＝

ク
ロ
ー
ド
・
ル
マ
ニ
ー
「
こ

の
展
覧
会
の
性
格
と
特
徴
」
が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。
同
展
覧
会
は
「
陰
翳
礼
賛

フ
ラ
ン
ス
の
現
代
写
真
――
ジ
ャ
ン＝

ク

ロ
ー
ド
・
ル
マ
ニ
ー
の
視
点
」
と
題
し
て
、
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
会
期
は
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
三
日
か
ら
一
二
月
一
七
日

ま
で
）
と
山
口
県
立
美
術
館
（
会
期
は
二
〇
〇
一
年
一
月
九
日
か
ら
一
月
二
八
日
ま
で
）
で
開
催
さ
れ
た
。

�
文
学
・
思
想
懇
話
会
編
『
近
代
の
夢
と
知
性
――
文
学
・
思
想
の
昭
和
一
〇
年
前
後
』（
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
）
※
森

岡
卓
司
「
芸
と
故
郷
――
谷
崎
潤
一
郎
「
芸
談
」
の
位
相
」
が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�（
無
署
名
）「T

E
M

PO

谷
崎
「
陰
翳
礼
讃
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
仏
現
代
写
真
展
」（『
週
刊
新
潮
』
第
四
五
巻
第
四
四
号
、
二
〇
〇
〇

年
一
一
月
一
六
日
）

�
村
井
浩
子
「
谷
崎
潤
一
郎
と
「
陰
翳
礼
讃
」
の
世
界
」（『
芦
屋
市
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
三
三
号
、
二
〇
〇
一
年
二
月
）

�
尾
高
修
也
「『
盲
目
物
語
』」（『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
第
六
六
巻
第
六
号
、
二
〇
〇
一
年
六
月
）
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�
千
葉
俊
二
編
『
別
冊
国
文
学

谷
崎
潤
一
郎
必
携
』（
別
冊
第
五
四
号
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
）

細
谷
博
「
陰
翳
」

安
田
孝
「
陰
翳
礼
讃
」

�
高
野
清
見
「
高
松
宮
殿
下
記
念
世
界
文
化
賞
受
賞

建
築
家
ジ
ャ
ン
・
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
氏
が
授
賞
式
で
来
日
」（『
読
売
新
聞
』
二
〇
〇

一
年
一
一
月
二
日
夕
刊
一
九
面
）

�
谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃

東
京
を
お
も
う
』
中
央
公
論
新
社
﹇
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
﹈、
二
〇
〇
二
年
一
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」

の
全
文
を
収
録
。
千
葉
俊
二
の
解
説
「「
故
郷
」
の
再
発
見
」
が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
エ
ル
マ
コ
ー
ワ
・
リ
ュ
ド
ミ
ー
ラ
「
谷
崎
潤
一
郎
の
未
発
表
書
簡
と
来
日
ロ
シ
ア
人
達
」（『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
四

七
巻
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
二
年
八
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
初
の
ロ
シ
ア
語
訳
を
行
っ
た
Ｍ
・
グ
リ
ゴ
ー
リ
エ
フ
（
１
８
９
９－

１
９
４
３
）
に
関
す
る
言
及
あ
り
。

�
特
集
「
影
」（『
日
本
の
美
学
』
第
三
五
号
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
）

田
中
貴
子
・
磯
崎
新
・
高
階
秀
爾
「
鼎
談

影
の
日
本
文
化
」

平
山
城
児
「「
陰
翳
礼
讃
」
の
陰
翳
」

�
深
澤
直
人
「「
な
く
し
て
し
ま
っ
た
美
の
領
域
」『
陰
翳
礼
讃
』
谷
崎
潤
一
郎
著
」（『A

X
IS

』
第
一
〇
一
号
、
二
〇
〇
三
年
一
月
）

※
英
訳
「In

Praise
of

Shadow
s

A
uthor:Junichiro

Tanizaki:A
lost

dom
ain

of
beauty

」
も
併
載
。

�
田
中
実
・
須
貝
千
里
編
『〈
新
し
い
作
品
論
〉
へ
、〈
新
し
い
教
材
論
〉
へ

評
論
編
』（
右
文
書
院
、
二
〇
〇
三
年
二
月
）
※
中
村

三
春
「
陰
翳
礼
讃
の
構
造
原
理
」
を
収
録
。
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�
大
久
保
喬
樹
『
日
本
文
化
論
の
系
譜
――
『
武
士
道
』
か
ら
『「
甘
え
」
の
構
造
』
ま
で
』（
中
央
公
論
新
社
﹇
中
公
新
書
﹈、
二
〇
〇

三
年
五
月
）
※
「
Ⅳ
文
人
た
ち
の
美
学

谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃
』」
の
章
を
収
録
。

�
佐
藤
泉
「
こ
れ
は
わ
た
し
の
こ
え
か
――
谷
崎
潤
一
郎
の
間
テ
ク
ス
ト
性
に
つ
い
て
」（『
ユ
リ
イ
カ
』
第
三
五
巻
第
八
号
、
二
〇
〇

三
年
五
月
）

�
野
崎
歓
『
谷
崎
潤
一
郎
と
異
国
の
言
語
』（
人
文
書
院
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）
※
第
四
章
「
映
画
的
言
語
の
実
験
」
で
「
陰
翳
礼
讃
」

に
言
及
。

�（
無
署
名
）「
文
化
往
来

仏
映
画
カ
メ
ラ
マ
ン
の
「
光
の
美
学
」」（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
三
年
八
月
二
一
日
朝
刊
四
〇
面
）

※
フ
ラ
ン
ス
人
カ
メ
ラ
マ
ン
の
キ
ャ
ロ
リ
ー
ヌ
・
シ
ャ
ン
プ
チ
エ
が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
西
村
将
洋
「
伝
統
的
最
先
端
の
視
線
――
一
九
三
〇
年
代
モ
ダ
ニ
ズ
ム
考
」（『
日
本
文
学
』
日
本
文
学
協
会
、
第
五
二
巻
第
九
号
、

二
〇
〇
三
年
九
月
）

�
浪
川
知
子
「「
谷
崎
賞
」
受
賞
記
念

多
和
田
葉
子
さ
ん
芦
屋
で
講
演

外
来
文
化
と
伝
統
を
見
据
え
た
谷
崎
」（『
読
売
新
聞
』
二

〇
〇
三
年
一
二
月
二
日
大
阪
夕
刊
八
面
）

�《
教
科
書
へ
の
収
録
／
二
〇
〇
四
年
》
タ
イ
ト
ル
「
陰
翳
礼
讃
」→

『
現
代
文
』（
右
文
書
院
）、『
精
選
現
代
文
』（
筑
摩
書
房
）。

�
山
口
政
幸
『
日
本
の
作
家
１
０
０
人

谷
崎
潤
一
郎

人
と
文
学
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
四
年
一
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
を
収
録
。

�（
無
署
名
）「
自
由
席

鈴
木
忠
志
が
谷
崎
に
挑
む
」（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
四
年
三
月
二
五
日
夕
刊
一
四
面
）

�
五
味
渕
典
嗣
「
隠
喩
と
し
て
の
人
形
――
『
蓼
喰
ふ
虫
』
と
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
文
化
論
」（『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』

第
四
九
巻
第
六
号
、
二
〇
〇
四
年
五
月
）
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�
尾
上
潤
一
（
尾
高
修
也
）「「
細
雪
」
と
と
も
に
（
承
前
）
――
戦
中
戦
後
の
谷
崎
潤
一
郎
「
壮
年
期
―
谷
崎
潤
一
郎
論
」
そ
の
八
」

（『
日
本
大
学
芸
術
学
部
紀
要
』
第
四
〇
号
、
二
〇
〇
四
年
七
月
）

�
安
藤
忠
雄
「
読
書
日
記
③
『
陰
翳
礼
讃
』
闇
か
ら
捉
え
た
日
本
的
空
間
」（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
四
年
七
月
一
五
日
夕
刊
一

三
面
）

�
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｇ
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
『
流
れ
ゆ
く
日
々
――
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
自
伝
』（
安
西
徹
雄
訳
、
時
事
通
信
出

版
局
、
二
〇
〇
四
年
七
月
）
※
「
５
文
人
た
ち
」
で
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
蓮
實
重
彦
「
半
歩
遅
れ
の
読
書
術

１
９
４
４
年
谷
崎
の
疎
開
」（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
四
年
八
月
二
九
日
朝
刊
二
三
面
）

�
永
栄
啓
伸
『
谷
崎
潤
一
郎
書
誌
研
究
文
献
目
録
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
項
目
あ
り
。

�
多
和
田
葉
子
「
谷
崎
潤
一
郎
と
虚
構
と
し
て
の
「
日
本
」」（『
ユ
リ
イ
カ
』
第
三
六
巻
第
一
四
号
﹇
臨
時
増
刊
号
﹈、
二
〇
〇
四
年
一

二
月
）

�
山
内
則
史
「「
わ
た
し
の
名
は
紅
」

著
書
初
の
邦
訳
オ
ル
ハ
ン
・
パ
ム
ク
氏

今
は
書
く
こ
と
を
恐
れ
な
い
」（『
読
売
新
聞
』
二

〇
〇
四
年
一
二
月
一
三
日
夕
刊
六
面
）

�
平
野
啓
一
郎
「「
陰
翳
」
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
――
『
陰
翳
礼
讃
』
と
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
イ
ル
」」（『
昭
和
住
宅
メ

モ
リ
ー
――
そ
し
て
家
は
生
き
つ
づ
け
る
。』
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ
ム
ッ
ク
、
第
五
巻
第
二
号
、X

-K
now

ledge
H

om
e

特
別
編
集

no.5

、
二
〇
〇
五
年
八
月
）

�
特
集
「
陰
翳
礼
讃
―
暗
が
り
の
文
化
史
」（『
ア
ー
ト
・
ト
ッ
プ
』
第
二
〇
五
号
、
二
〇
〇
五
年
九
月
）

諏
訪
敦
「
陰
翳
は
演
出
に
あ
ら
ず
」

安
村
敏
信
「
夜
の
絵
画
史
――
妖
し
き
闇
の
住
人
た
ち
」
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�
松
岡
正
剛
『
松
岡
正
剛

千
夜
千
冊
』（
第
六
巻
、
求
龍
堂
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
）
※
「
第
六
〇
夜

こ
の
日
本
美
随
筆
は
い
た

だ
け
な
い

谷
崎
潤
一
郎

陰
翳
礼
讃
」
を
収
録
。

�

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク

オ
ル
ハ
ン
・
パ
ム
ク
『
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
』（
和
久
井
路
子
訳
、
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
七
年
七
月
）
※
「
27

町
外
れ
の
絵
の
よ
う
な

光
景
」
で
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
佐
藤
一
生
「
谷
崎
潤
一
郎
の
『
陰
翳
礼
讃
』
に
学
ぶ
――
日
本
人
が
失
い
つ
つ
あ
る
貴
重
な
美
意
識
」（『
大
塚
薬
報
』
第
六
二
九
号
、

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）

�
平
野
啓
一
郎
『
モ
ノ
ロ
ー
グ
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
）
※
「「
陰
翳
」
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
――
『
陰
翳
礼
讃
』
と
「
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
イ
ル
」」
を
収
録
。

�
茂
木
和
行
「
影
の
存
在
論
」（『
研
究
紀
要

第
一
分
冊

人
文
学
部
』
聖
徳
大
学
、
第
一
八
号
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）

�（
無
署
名
）「
ア
ー
ト
探
究

Ｓ
・
マ
ク
バ
ー
ニ
ー
、
谷
崎
を
舞
台
化

つ
く
っ
て
壊
す
断
片
の
ラ
イ
ブ
」（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇

〇
八
年
二
月
二
日
朝
刊
三
三
面
）

�（
無
署
名
）「
英
の
演
出
家
・
マ
ク
バ
ー
ニ
ー
、
谷
崎
作
品
を
舞
台
化
」（『
読
売
新
聞
』
二
〇
〇
八
年
二
月
二
日
夕
刊
一
二
面
）

�
劇
場
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
春
琴Shun-kin

』（
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）
※
会
期
は
二
月
二
一
日
か
ら
三

月
五
日
ま
で
（
会
場
、
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
）。

サ
イ
モ
ン
・
マ
ク
バ
ー
ニ
ー
「interview

な
ぜ
谷
崎
か
」（
聞
き
手
、
鴻
英
良
）

千
葉
俊
二
「『
陰
翳
礼
讃
』
に
つ
い
て
」

�「
谷
崎
文
学
、
舞
台
に

村
上
春
樹
手
掛
け
た
英
演
出
家

「
陰
翳
礼
讃
」
機
に
構
想
10
年

「
春
琴
」
東
京
で
」（『
朝
日
新
聞
』

二
〇
〇
八
年
二
月
一
八
日
夕
刊
「
be
」
五
面
）
※
サ
イ
モ
ン
・
マ
ク
バ
ー
ニ
ー
の
舞
台
に
関
す
る
記
事
。
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�
高
橋
豊
「
演
劇

サ
イ
モ
ン
・
マ
ク
バ
ー
ニ
ー
が
谷
崎
潤
一
郎
の
世
界
に
挑
戦

新
作
「
春
琴
」
21
日
か
ら
初
演
」（『
毎
日
新
聞
』

二
〇
〇
八
年
二
月
一
八
日
東
京
夕
刊
五
面
）

�
特
集
「
春
琴
――
谷
崎
潤
一
郎
『
春
琴
抄
』『
陰
翳
礼
讃
』
よ
り
」（『
シ
ア
タ
ー
ガ
イ
ド
』
一
九
三
号
、
二
〇
〇
八
年
二
月
〔
三
月

号
〕）サ

イ
モ
ン
・
マ
ク
バ
ー
ニ
ー
「
作
品
に
自
分
に
、「
な
ぜ
」
と
問
い
か
け
な
が
ら
」

熊
井
玲
「「
春
琴
抄
」
と
「
陰
翳
礼
讃
」
に
み
る
〝
陰
〞」

深
津
絵
里
「
サ
イ
モ
ン
作
品
の
美
し
さ
が
分
か
る
気
が
し
ま
す
」

チ
ョ
ウ
ソ
ン
ハ
、
高
田
恵
篤
「
ル
ー
ル
は
自
由
！
そ
れ
が
サ
イ
モ
ン
式
�
」

�
高
橋
豊
「
演
劇

春
琴
（
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
）
人
間
関
係
の
深
層
心
理
、
重
層
的
に
描
く
」（『
毎
日
新
聞
』
二
〇
〇

八
年
三
月
三
日
東
京
夕
刊
七
面
）

�（
無
署
名
）「
高
校
教
科
書
検
定

国
語
に
谷
崎
や
三
島
復
活

入
試
演
習
の
新
設
も
」（『
読
売
新
聞
』
二
〇
〇
八
年
三
月
二
六
日
東

京
朝
刊
三
九
面
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
教
科
書
復
活
に
言
及
。

�
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
Ｉ
・
ス
ト
イ
キ
ツ
ァ
『
影
の
歴
史
』（
岡
田
温
司
・
西
田
兼
訳
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
八
年
八
月
）
※
同
書
の
第
１
章

「
影
像
段
階
」
の
注
（
33
）
に
「
陰
翳
礼
讃
」
へ
の
言
及
が
あ
る
。

�
石
井
幹
子
『
新
・
陰
翳
礼
讃
』（
祥
伝
社
、
二
〇
〇
八
年
九
月
）
※
第
１
章
「
和
の
あ
か
り
、
再
発
見
」
で
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
上
原
克
也
「
回
顧
２
０
０
８
演
劇

海
外
と
の
共
同
光
る
」（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
一
日
朝
刊
四
〇
面
）
※
サ

イ
モ
ン
・
マ
ク
バ
ー
ニ
ー
「
春
琴Shun-kin

」
の
劇
評
。

－ 246 －



�（
無
署
名
）「
文
化
往
来

舞
台
「
春
琴
」
英
上
演
、
日
本
と
は
評
価
分
か
れ
る
」（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
二
月
一
四
日
朝

刊
三
六
面
）
※
サ
イ
モ
ン
・
マ
ク
バ
ー
ニ
ー
「
春
琴Shun-kin

」
の
劇
評
。

�
千
葉
俊
二
、
ア
ン
ヌ
バ
ヤ
ー
ル
・
坂
井
編
『
谷
崎
潤
一
郎
――
境
界
を
越
え
て
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
二
月
）
※
千
葉
俊
二

「
複
製
技
術
の
時
代
に
お
け
る
「
陰
翳
礼
讃
」」
を
収
録
。

�
山
森
芳
郎
「『
陰
翳
礼
讃
』
は
虚
構
か
」（『
文
学
芸
術
』
共
立
女
子
大
学
総
合
文
化
研
究
所
、
第
三
二
号
、
二
〇
〇
九
年
二
月
）

�
サ
イ
モ
ン
・
マ
ク
バ
ー
ニ
ー
「
春
琴
を
探
し
て
」（
劇
場
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
春
琴Shun-kin

』
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
、
二

〇
〇
九
年
三
月
）
※
会
期
は
三
月
五
日
か
ら
一
六
日
ま
で
（
会
場
、
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
）。

�
原
研
哉
「
私
と
古
典
４

本
当
の
資
源
は
「
美
意
識
」

古
典
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
」（『
週
刊
東
洋
経
済
』
第
六
二
〇
九
号
、
二

〇
〇
九
年
六
月
二
七
日
）

【
二
〇
一
〇
年
代
】

�
平
野
啓
一
郎
『
か
た
ち
だ
け
の
愛
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
〇
年
二
月
）
※
作
中
の
「
４
《
陰
翳
礼
讃
》」
と
題
す
る
章
で
「
陰

翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
尾
高
修
也
「
連
載
・
近
代
文
学
雑
考
そ
の
九
「
陰
翳
礼
讃
」
の
読
み
方
」（『
江
古
田
文
学
』
第
二
九
巻
第
三
号
、
二
〇
一
〇
年
三

月
）

�
小
谷
野
敦
『
日
本
文
化
論
の
イ
ン
チ
キ
』（
幻
冬
舎
﹇
幻
冬
舎
新
書
﹈、
二
〇
一
〇
年
五
月
）
※
「
谷
崎
『
陰
翳
礼
讃
』
に
あ
る
日
本

人
の
美
意
識
」
を
収
録
。
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�
鎌
田
浩
毅
「
京
大
人
気N

O
.１

科
学
者
が
読
み
解
く

一
生
モ
ノ
の
古
典

第
３
３
回
『
陰
翳
礼
讃
』
谷
崎
潤
一
郎
著
――
美
は
物

体
に
あ
る
の
で
は
な
く
周
囲
が
作
り
出
す
明
暗
に
あ
る
」（『
週
刊
東
洋
経
済
』
第
六
二
六
五
号
、
二
〇
一
〇
年
六
月
五
日
）

�
国
立
新
美
術
館
編
『
陰
影
礼
讃

国
立
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
』（
国
立
新
美
術
館
、
二
〇
一
〇
年
）
※
会
期
は
二
〇
一
〇

年
九
月
八
日
か
ら
一
〇
月
一
八
日
ま
で
。

中
西
博
之
「
陰
影
礼
讃
」

大
谷
省
吾
「
須
田
国
太
郎
と
影
」

�
酒
井
直
樹
・
磯
前
順
一
編
『「
近
代
の
超
克
」
と
京
都
学
派
――
近
代
性
・
帝
国
・
普
遍
性
』（
以
文
社
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
）

※
酒
井
直
樹
「
序

パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
の
下
で
の
京
都
学
派
の
哲
学
」（
高
橋
原
訳
）
が
『
陰
翳
礼
讃
』
に
言
及
。

�
磯
崎
新
「on

reading

本
を
開
け
ば

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
症
候
群
と
は
…
」（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
一
年
一
月
一
六
日
朝
刊
一
一
面
）

�（
無
署
名
）「
ま
ぶ
し
い
日
本
、
震
災
で
見
直
し
、「
減
光
」
工
夫
し
上
手
に
」（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
一
年
四
月
一
九
日
夕
刊

一
三
面
）

�（
無
署
名
）「
余
録
」（『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
一
年
四
月
二
八
日
朝
刊
一
面
）
※
日
本
永
住
を
決
め
た
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
と
「
陰
翳

礼
讃
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。

�
浪
川
知
子
「
食
い
し
ん
坊

谷
崎

陰
翳
礼
讃

光
と
陰

美
を
演
出
」（『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
一
年
五
月
二
四
日
夕
刊
五
面
）

※
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ト
ッ
ド
と
平
野
啓
一
郎
の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
。

�
日
本
比
較
文
学
会
編
『
越
境
す
る
言
の
葉
――
世
界
と
出
会
う
日
本
文
学
』（
彩
流
社
、
二
〇
一
一
年
六
月
）
※
大
島
眞
木
「
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
谷
崎
潤
一
郎
」
が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

－ 248 －



�
特
集
「
大
人
の
節
電
×
陰
翳
礼
讃
」（『
中
央
公
論
』
第
一
二
六
巻
第
八
号
、
二
〇
一
一
年
七
月
発
行
﹇
八
月
号
﹈）
※
特
集
の
冒
頭

で
「
陰
翳
礼
讃
」
を
引
用
。

�
橋
本
五
郎
「
３
月
11
日
の
後
で
「
陰
翳
礼
讃
」
谷
崎
潤
一
郎
著

果
敢
な
い
光
が
も
た
ら
す
深
み
」（『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
一
年

七
月
二
四
日
朝
刊
一
二
面
）

�
特
集
「
谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃
』
を
読
み
解
く
。」（『C

asa
B

R
U

T
U

S

（
カ
ー
サ
・
ブ
ル
ー
タ
ス
）』
第
一
二
巻
第
九
号
、
二
〇

一
一
年
八
月
﹇
九
月
号
﹈）

（
無
署
名
）、
松
苗
あ
け
み
画
「
10
分
で
わ
か
る
『
陰
翳
礼
讃
』。」「「
谷
崎
と
電
気
」
年
表
」

平
野
啓
一
郎
「
日
本
ロ
ー
カ
ル
で
は
な
い
。
普
遍
的
・
現
代
的
存
在
と
し
て
の
『
陰
翳
礼
讃
』。」

千
宗
屋
「
待
庵
に
座
す
千
利
休
は
己
の
陰
に
道
具
を
沈
め
た
。」

イ
ン
ゴ
・
マ
ウ
ラ
ー
「
官
能
的
で
洗
練
さ
れ
た
、
和
室
の
明
か
り
。」

杉
本
博
司
「
人
類
が
生
き
延
び
る
た
め
の
、
夜
の
想
像
力
。」

西
沢
立
衛
「
美
し
い
振
る
舞
い
と
文
化
を
育
て
る
建
築
を
。」

原
研
哉
「「
世
界
の
冷
泉
家
」、
日
本
の
産
業
資
源
と
し
て
の
美
意
識
。」

ア
ニ
ッ
シ
ュ
・
カ
プ
ー
ア
「T

A
N

IZ
A

K
I

の
『
陰
翳
礼
讃
』
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
本
で
す
。」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
陰
翳
空
間
の
マ
エ
ス
ト
ロ

ピ
ー
タ
ー
・
ズ
ン
ト
ー
の
最
新
建
築
へ
。」

「『
陰
翳
礼
讃
』
か
ら
着
想
を
得
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
タ
レ
ル
の
ア
ー
ト
。」

入
江
敦
彦
「
電
気
を
消
し
て
観
よ
う
！
陰
翳
礼
讃
イ
ギ
リ
ス
映
画
15
選
。」
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�
田
原
由
紀
雄
「
田
原
由
紀
雄
の
心
の
か
た
ち

谷
崎
の
陰
翳
に
美
の
光
」（『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
一
年
一
〇
月
三
日
大
阪
夕
刊
二

面
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
覧
会
「
谷
崎
潤
一
郎
の
愛
し
た
宿
に
て
――
そ
れ
ぞ
れ
の
『
隈
』
を
考
え
る
」（
会
期

は
九
月
一
七
日
か
ら
三
日
間
、
京
都
「
ぎ
お
ん
森
庄
」
に
て
）
に
関
す
る
記
事
。

�
望
月
京
「
読
書
日
記
④
『
陰
翳
礼
讃
』
曲
作
り
に
も
通
じ
る
美
意
識
」（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
二
年
二
月
二
二
日
夕
刊
一
一
面
）

�
苗
静
「
谷
崎
文
学
に
お
け
る
陰
翳
の
美
学
――
『
陰
翳
礼
讃
』
と
『
春
琴
抄
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
繍
』
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
、

第
二
四
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

�
ペ
ー
タ
ー
・
ツ
ム
ト
ア
『
建
築
を
考
え
る
』（
鈴
木
仁
子
訳
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
二
年
五
月
）
※
同
書
の
「
風
景
の
な
か
の
光
」

で
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
竹
山
聖
「『
陰
翳
礼
讃
』
考
――
対
比
と
諧
調
」（『traverse

新
建
築
学
研
究
』
京
都
大
学
建
築
系
教
室
、
第
一
三
号
、
二
〇
一
二
年

一
一
月
）

�（
無
署
名
）「「
倚
松
庵
」
陰
翳
の
美

17
日
か
ら
西
宮

英
写
真
家

32
点
展
示
」（『
読
売
新
聞
』
大
阪
版
、
二
〇
一
二
年
一
一
月

一
〇
日
朝
刊
三
二
面
）
※
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
家
・
写
真
家
の
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
に
よ
る
写
真
展
「
陰
翳
を
探
し
て
」
に
関
す
る
記
事
。

�
永
井
敦
子
「「
陰
翳
礼
讃
」
の
世
界

よ
み
が
え
る
伝
統
美
展
か
ら
」（『
読
売
新
聞
』
大
阪
・
阪
神
版
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
六

日
朝
刊
三
五
面
、
二
七
日
朝
刊
三
一
面
、
二
八
日
〜
二
九
日
朝
刊
三
三
面
、
一
二
月
二
日
及
び
四
日
朝
刊
三
三
面
、
全
六
回
）
※
芦

屋
市
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
の
二
〇
一
二
年
度
秋
の
特
別
展
「「
陰
翳
礼
讃
」
の
世
界
――
よ
み
が
え
る
伝
統
美
」（
会
期
は
九
月
二
九

日
か
ら
一
二
月
二
四
日
ま
で
）
に
関
す
る
記
事
。
各
回
の
副
題
は
以
下
の
通
り
。「「
染
模
様
妹
背
門
松
」
お
染
人
形
」（
一
一
月
二

六
日
）、「「
ジ
ン
ベ
エ
も
の
が
た
り
」
自
筆
原
稿
」（
一
一
月
二
七
日
）、「
器
類
」（
一
一
月
二
八
日
）、「
和
田
三
造
宛

谷
崎
潤
一

郎
書
簡
」（
一
一
月
二
九
日
）、「
三
畠
上
龍
画
「
扇
美
人
図
」」（
一
二
月
二
日
）、「
北
野
恒
富
画
「
雪
の
朝
」」（
一
二
月
四
日
）。
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�（
井
）「
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の
周
辺
「
陰
翳
礼
讃
」
谷
崎
潤
一
郎
著
」（『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
六
日
東
京
夕
刊
一
一
面
）

�（
無
署
名
）「
陰
翳
礼
讃
の
世
界
展

光
と
闇

日
本
の
伝
統
美

た
つ
み
教
授
講
演

谷
崎
、
自
作
で
追
究
」（『
読
売
新
聞
』
大
阪

版
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
日
朝
刊
三
三
面
）
※
た
つ
み
都
志
の
講
演
の
概
要
を
掲
載
。

�
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ケ
ズ
ナ
ジ
ャ
ッ
ト
「
谷
崎
潤
一
郎
『
蓼
喰
ふ
蟲
』
に
お
け
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
――
「
日
本
回
帰
」
を
再
考
し
て
」

（『
同
志
社
国
文
学
』
第
七
七
号
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

�
西
野
厚
志
「
明
視
と
盲
目
、
あ
る
い
は
視
覚
の
二
種
の
混
乱
に
つ
い
て
――
谷
崎
潤
一
郎
の
プ
ラ
ト
ン
受
容
と
そ
の
映
画
的
表
現
」

（『
日
本
近
代
文
学
』
日
本
近
代
文
学
会
、
第
八
八
集
、
二
〇
一
三
年
五
月
）

�
畑
律
江
「
舞
台

谷
崎
ゆ
か
り
の
地
で
マ
ク
バ
ー
ニ
ー
「
春
琴
」
語
り
・
佐
助
役
に

田
ヨ
シ

兵
庫
・
西
宮
」（『
毎
日
新
聞
』

二
〇
一
三
年
七
月
二
五
日
大
阪
夕
刊
三
面
）

�
サ
イ
モ
ン
・
マ
ク
バ
ー
ニ
ー
「
春
琴
を
探
し
て
」（
劇
場
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
春
琴Shun-kin

』
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
、
二

〇
一
三
年
七
月
）
※
日
本
国
内
で
は
、
七
月
二
七
日
に
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
大
ホ
ー
ル
で
、
続
く
八
月

一
日
か
ら
一
〇
日
ま
で
は
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
で
公
演
が
行
わ
れ
た
。

�
林
家
た
い
平
「
読
書
日
記
（
４
）
陰
翳
礼
讃
、
美
意
識
は
闇
と
光
の
関
係
と
再
認
識
」（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
三
年
一
一
月
二

七
日
夕
刊
一
三
面
）

�
特
集
「
陰
を
慕
い
て
――
陰
翳
礼
讃
を
実
践
す
る
」（『
望
星
』
第
四
五
巻
第
一
号
、
二
〇
一
四
年
一
月
）

山
折
哲
雄
「
湿
気
と
陰
翳
が
育
ん
だ
日
本
人
の
精
神
」

面
出
薫
「「
陰
翳
礼
讃
」
が
日
本
の
あ
か
り
を
豊
か
に
す
る
！
」

ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
「
濃
淡
の
妙
を
味
わ
う
古
民
家
」
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�
中
野
純
『「
闇
学
」
入
門
』（
集
英
社
﹇
集
英
社
新
書
﹈、
二
〇
一
四
年
一
月
）
※
第
四
章
「
日
本
の
闇
は
や
わ
ら
か
い

日
本
文
化

は
闇
の
文
化
」
で
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�（
無
署
名
）「A

L
L

A
B

O
U

T

ピ
エ
ー
ル
・
エ
ル
メ

幸
せ
の
甘
い
一
口
」（『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
四
年
一
月
二
二
日
夕
刊
六
面
）

�
中
村
三
春
『
物
語
の
論
理
学
――
近
代
文
芸
論
集
』（
翰
林
書
房
、
二
〇
一
四
年
二
月
）
※
「
Ⅺ
闇
と
光
の
虚
構
学
――
谷
崎
潤
一

郎
「
陰
翳
礼
讃
」」
を
収
録
。

�
中
村
三
春
「
異
郷
と
し
て
の
現
在
――
小
林
秀
雄
「
故
郷
を
失
つ
た
文
学
」
を
起
点
と
し
て
」（『
層

映
像
と
表
現
』
北
海
道
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
映
像
・
表
現
文
化
論
講
座
、
第
七
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）

�
谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃
』（
角
川
書
店
﹇
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
﹈、
二
〇
一
四
年
九
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。
井
上

章
一
「「
陰
翳
礼
讃
」
を
あ
え
て
建
築
論
的
に
読
み
こ
め
ば
」
を
収
録
。

�（
無
署
名
）「
天
声
人
語

和
紙
が
無
形
文
化
遺
産
へ
」（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
〇
日
朝
刊
一
面
）

�
阿
部
晴
政
編
『K

A
W

A
D

E

夢
ム
ッ
ク

文
芸
別
冊

谷
崎
潤
一
郎
――
没
後
五
十
年
、
文
学
の
奇
蹟
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇

一
五
年
二
月
）

中
上
健
次
「
谷
崎
潤
一
郎

物
語
の
系
譜
」

四
方
田
犬
彦
「
モ
ダ
ニ
ス
ト
潤
一
郎

谷
崎
潤
一
郎
の
映
画
体
験
」

西
野
厚
志
「
谷
崎
潤
一
郎
研
究
史
」

�
門
倉
紫
麻
「
あ
の
人
と
本
の
話

中
谷
美
紀
さ
ん
が
選
ん
だ
一
冊

『
陰
翳
礼
讃
』
谷
崎
潤
一
郎
」（『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』
第
二
二
巻

第
二
号
、
二
〇
一
五
年
二
月
）
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�
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ケ
ズ
ナ
ジ
ャ
ッ
ト
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
『
陰
翳
禮
讃
』
と
『
蓼
喰
ふ
蟲
』
の
紹
介
」（『
同
志
社
国
文
学
』
第
八
二

号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

�
榊
原
理
智
「
１
９
５
０
年
代
日
本
近
代
文
学
の
英
語
翻
訳
」（『
タ
イ
国
日
本
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
４
論
文
報
告
集
』
二

〇
一
五
年
三
月
）

�
川
上
弘
美
「
奥
」（
二
〇
一
五
年
五
月
刊
行
開
始
「
谷
崎
潤
一
郎
全
集

決
定
版

全
26
巻
」
内
容
見
本
、
発
行
年
月
日
未
記
載
）

�
西
村
将
洋
「「
陰
翳
礼
讃
」
と
国
際
的
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
――
一
九
三
〇
年
前
後
の
谷
崎
潤
一
郎
を
読
む
」（『
日
本
近
代
文
学
』
日
本

近
代
文
学
会
、
第
九
二
集
、
二
〇
一
五
年
五
月
）

�
千
葉
俊
二
「
新
発
見

谷
崎
潤
一
郎

幻
の
創
作
ノ
ー
ト
「
松
の
木
影
」
『
春
琴
抄
』
か
ら
『
細
雪
』
へ
――
文
豪
の
試
行
錯
誤
の

軌
跡
を
辿
る
」「
資
料
編
――
創
作
ノ
ー
ト
「
松
の
木
影
」
よ
り
抜
粋
」（『
中
央
公
論
』
第
一
二
九
巻
第
六
号
、
二
〇
一
五
年
五
月

﹇
六
月
号
﹈）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
に
関
す
る
新
出
メ
モ
を
紹
介
。

�
特
集
「
没
後
50
年

谷
崎
潤
一
郎
の
愉
楽
」（『
文
学
界
』
第
六
九
巻
第
八
号
、
二
〇
一
五
年
八
月
）

山
田
詠
美
・
川
上
弘
美
「
対
談
わ
た
し
た
ち
の
好
き
な
谷
崎
」

金
井
美
恵
子
「
書
く
こ
と
の
幸
福
」

�
谷
崎
潤
一
郎
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
第
一
七
巻
（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
五
年
九
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。
宮
内

淳
子
「
解
題
」
に
は
「
陰
翳
礼
讃
」
に
関
す
る
校
異
の
調
査
結
果
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

�
ヨ
コ
タ
村
上
孝
之『
世
界
の
し
ゃ
が
み
方
――
和
式
／
洋
式
ト
イ
レ
の
謎
を
探
る
』（
平
凡
社﹇
平
凡
社
新
書
﹈、
二
〇
一
五
年
九
月
）

※
第
一
章
「「
和
式
」「
様
式
」
を
考
察
す
る
」
で
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。
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�
藤
田
新
策
「
思
い
出
す
本

忘
れ
な
い
本

陰
翳
礼
讃
」（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
六
年
二
月
二
一
日
朝
刊
一
六
面
）

�
清
水
良
典
「
日
本
の
ラ
イ
フ
・
オ
ブ
・
ア
ー
ト
――
谷
崎
潤
一
郎
『
陰
影
礼
賛
』
を
中
心
に
」（『
愛
知
淑
徳
大
学
大
学
院
文
化
創
造

研
究
科
紀
要
』
第
三
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）

�
酒
井
順
子
「
陰
翳
と
い
う
故
郷
」（「
谷
崎
潤
一
郎
全
集

第
21
巻

月
報
12
」
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
六
年
四
月
）

�
千
葉
俊
二
ほ
か
編
『
谷
崎
潤
一
郎

中
国
体
験
と
物
語
の
力
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
八
月
）

清
水
良
典
「「
お
伽
噺
」
と
し
て
の
谷
崎
文
学
」

山
口
政
幸
「
陰
翳
礼
讃
の
端
緒
と
し
て
の
「
西
湖
の
月
」」

�
谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃
・
文
章
読
本
』（
新
潮
社
﹇
新
潮
文
庫
﹈
二
〇
一
六
年
八
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文
を
収
録
。
筒
井

康
隆
「
解
説
」
が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
谷
崎
潤
一
郎
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
第
二
五
巻
（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
六
年
九
月
）
※
同
書
収
録
の
谷
崎
に
よ
る
創
作
ノ
ー
ト

「
松
の
木
影
」
に
「
陰
翳
礼
讃
」
に
関
す
る
記
述
あ
り
。

�
伊
藤
比
呂
美
「
２
０
１
６
年
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
谷
崎
氏
」（「
谷
崎
潤
一
郎
全
集

第
25
巻

月
報
17
」
中
央
公
論
新
社
、
二
〇

一
六
年
九
月
）

�
榎
本
俊
二
ほ
か
『
谷
崎
万
華
鏡
――
谷
崎
潤
一
郎
マ
ン
ガ
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
）
※
高
野
文

子
「
陰
翳
礼
讃
」
を
収
録
。

�
五
味
渕
典
嗣
・
日
高
佳
紀
編
『
谷
崎
潤
一
郎
読
本
』（
翰
林
書
房
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
）

榊
原
理
智
「
翻
訳
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
と
『
陰
翳
礼
讃
』」

安
田
孝
「
陰
翳
礼
讃
」
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�
佐
藤
憲
一
「
谷
崎
潤
一
郎
の
世
界

マ
ン
ガ
化
」（『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
六
年
一
二
月
六
日
東
京
朝
刊
二
九
面
）

�
谷
崎
潤
一
郎
『
教
科
書
で
読
む
名
作

陰
翳
礼
讃
・
刺
青
ほ
か
』（
ち
く
ま
文
庫
、
二
〇
一
七
年
一
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」
の
全
文

を
収
録
。
同
書
で
は
高
校
国
語
教
科
書
で
の
「
陰
翳
礼
讃
」
の
初
出
と
し
て
『
わ
れ
わ
れ
の
国
語
（
一
）』（
秀
英
出
版
、
一
九
五
〇

年
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
（
八
頁
）、
こ
の
記
述
は
誤
り
で
あ
る
。『
わ
れ
わ
れ
の
国
語
（
一
）』
に
は
谷
崎
潤
一
郎
「
文
章
と
感

覚
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
は
谷
崎
の
『
文
章
読
本
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
三
四
年
）
か
ら
一
部
を
抄
録
し
た
も
の

だ
か
ら
で
あ
る
。

�
平
田
浩
司
「
陰
影
が
か
け
る
魔
法
」（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
七
年
三
月
一
九
日
朝
刊
一
一
面
）

�
ジ
ョ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
「
私
の
履
歴
書
（
19
）
陰
影

自
然
光
で
輝
く
日
本
画
、
金
箔
や
砂
子
、
変
わ
る
表
情
」（『
日
本
経
済
新
聞
』

二
〇
一
七
年
三
月
一
九
日
朝
刊
三
二
面
）

�
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
「
椎
名
林
檎
と
彼
奴
等
が
ゆ
く

百
鬼
夜
行
２
０
１
５
」（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
椎
名
林
檎
と
彼
奴
等
が
ゆ
く

百
鬼

夜
行
２
０
１
５
』
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
二
〇
一
七
年
五
月
）
※
同
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
で
「D

isc-2

」
の
タ
イ
ト
ル
が
「
椎

名
林
檎
と
彼
奴
等
に
よ
る
陰
翳
礼
讃
２
０
１
６
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。

�
堀
江
敏
幸
「
傍
ら
に
い
た
人
（
16
）
谷
崎
潤
一
郎
「
陰
翳
礼
讃
」・
久
生
十
蘭
「
昆
虫
図
」、
不
吉
を
暗
示
す
る
小
さ
な
虫
。」（『
日

本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
七
年
六
月
一
七
日
朝
刊
三
一
面
）

�
谷
崎
潤
一
郎
（
文
）、
大
川
裕
弘
（
写
真
）『
陰
翳
礼
讃
』（
パ
イ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
二
〇
一
八
年
一
月
）
※
「
陰
翳
礼
讃
」

の
全
文
を
収
録
。
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�「
陰
翳
礼
讃In

Praise
of

Shadow
s

」
展
実
行
委
員
会
編
『
陰
翳
礼
讃In

Praise
of

Shadow
s

――
福
田
篤
夫

ア
ラ
ン
・
ジ
ョ
ン

ス
ト
ン
二
人
展
』（W

A
G

O
N

、
二
〇
一
八
年
）
※
展
覧
会
は
二
〇
一
八
年
五
月
一
二
日
〜
六
月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
（
会
場
は
石

川
県
金
沢
市
の
彗
星
倶
楽
部
）。
こ
の
図
録
の
本
文
は
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
メ
イ
ボ
ン
・
尚
子
が
執
筆
し
て
い
る
。

�
青
山
郁
子
「
２
人
展：

黄
金
に
輝
く
町
家

福
田
さ
ん
×
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
さ
ん
、
伝
統
工
芸
と
美
術
融
合

金
沢
／
石
川
」（『
毎
日

新
聞
』
二
〇
一
八
年
五
月
二
七
日
地
方
版
／
石
川
二
六
面
）

�
坪
井
秀
人
編
『
戦
後
日
本
を
読
み
か
え
る

第
１
巻

敗
戦
と
占
領
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
八
年
六
月
）
※
塩
野
加
織
「『
ジ
ャ
パ

ン
・
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
』
に
み
る
日
本
文
学
の
「
輸
出
」
――
「
遙
拝
隊
長
」
お
よ
び
「
陰
翳
礼
讃
」
の
英
訳
を
め
ぐ
っ
て
」
を
収
録
。

�
清
水
智
史
「「
陰
翳
」
を
凝
視
す
る
――
谷
崎
潤
一
郎
の
東
京
批
判
と
「
陰
翳
礼
讃
」」（『
日
本
文
学
』
日
本
文
学
協
会
、
第
六
七
巻

第
九
号
、
二
〇
一
八
年
九
月
）

�
枡
野
俊
明
「
読
書
日
記
（
１
）
陰
翳
礼
讃
、
日
本
の
美
に
目
を
開
か
れ
る
」（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
九
年
一
月
一
〇
日
夕
刊
一

二
面
）

�（
着
）「
経
済
気
象
台
「
陰
翳
」
の
文
化
の
重
要
性
」（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
九
年
五
月
一
一
日
朝
刊
一
四
面
）

�
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
「「
灯
に
照
ら
さ
れ
た
闇
」
の
深
い
底
」（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
九
年
五
月
一
一
日
朝
刊
一
九
面
）

�
山
折
哲
雄
「
生
老
病
死
」（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
九
年
六
月
二
九
日
〜
九
月
二
八
日
朝
刊
別
刷
「
be
」
九
面
）
※
土
曜
日
の
朝
刊
別

刷
「
be
」
で
、「
陰
影
礼
讃
」
に
関
す
る
連
載
が
行
わ
れ
た
。
以
下
、
各
回
の
副
題
と
発
行
日
を
列
挙
す
る
。「
湿
気
に
覆
わ
れ
た
こ

の
国
の
宿
命
」（
六
月
二
九
日
）、「
明
る
い
光
に
憧
れ
、
関
西
に
別
れ
？
」（
七
月
六
日
）、「
復
興
後
の
東
京
に
募
ら
せ
た
思
い
」

（
七
月
一
三
日
）、「
強
ま
る
国
際
色
へ
の
異
議
申
し
立
て
」（
八
月
三
日
）、「
玉
の
よ
う
、
蝋
石
の
よ
う
な
「
肌
合
」」（
九
月
二
一

日
）、「
特
有
の
肌
の
色
つ
や
も
日
本
の
美
」（
九
月
二
八
日
）。
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�
安
藤
宏
「
高
校
「
国
語
」
の
学
習
指
導
要
領
を
巡
っ
て
」（『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
九
年
九
月
一
〇
日
東
京
朝
刊
一
四
面
）

�
氏
岡
真
弓
「
高
校
の
国
語
、
文
学
を
軽
視
？

２
０
２
２
年
度
か
ら
の
新
指
導
要
領
に
懸
念
」（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
九
年
一
〇
月

一
四
日
朝
刊
二
一
面
）
※
同
記
事
の
中
の
安
藤
宏
「
論
理
と
文
学
を
ま
た
ぐ
人
文
知

重
要
」
が
「
陰
翳
礼
讃
」
に
言
及
。

�
平
出
義
明
「
時
代
の
栞
「
陰
翳
礼
讃
」
１
９
３
３
年
発
表

谷
崎
潤
一
郎

闇
に
見
い
だ
し
た
美
」（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
九
年
一

一
月
二
七
日
夕
刊
三
面
）
※
同
記
事
内
の
石
井
幹
子
「
濃
淡
取
り
戻
し

暮
ら
し
豊
か
に
」
に
も
「
陰
翳
礼
讃
」
へ
の
言
及
が
あ
る
。

【
二
〇
二
〇
年
〜
二
〇
二
一
年
】

�
高
階
秀
爾
「
今
週
の
本
棚

な
つ
か
し
い
一
冊
『
陰
翳
礼
讃
』
谷
崎
潤
一
郎
・
著
」（『
毎
日
新
聞
』
二
〇
二
〇
年
六
月
二
〇
日
朝

刊
一
一
面
）

�
板
東
洋
介
『
谷
崎
潤
一
郎

人
と
思
想
』（
清
水
書
院
、
二
〇
二
〇
年
八
月
）
※
第
Ⅳ
章
「
郷
土
へ
の
着
地
」
で
「
陰
翳
礼
讃
」
に

言
及
。

�
島
田
雅
彦
『
１
０
０
分
de
名
著

谷
崎
潤
一
郎
ス
ペ
シ
ャ
ル
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
）
※
「
第
４
回
『
陰
翳
礼

讃
』
――
光
と
影
が
織
り
な
す
美
」
を
収
録
。

�
狩
野
敏
次
『『
陰
翳
礼
讃
』
を
読
む
――
谷
崎
潤
一
郎
の
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
』（
東
洋
出
版
、
二
〇
二
一
年
一
月
）

�
佐
野
真
子
・
田
井
幹
夫
「
谷
崎
潤
一
郎
「
陰
翳
礼
讃
」
に
お
け
る
空
間
美
つ
い
て
の
研
究
」（『
日
本
建
築
学
会
東
海
支
部
研
究
報
告

集
』
第
五
九
号
、
二
〇
二
一
年
二
月
）

�
柴
田
勝
二
『
谷
崎
潤
一
郎
――
美
と
生
命
の
間
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
七
月
）
※
第
二
部
Ⅲ
章
に
「
６
『
陰
翳
礼
讃
』
の
美

学
」
の
節
が
あ
る
。
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�
冨
永
愛
「
読
書
日
記
（
３
）『
陰
翳
礼
讃
』
感
性
を
読
み
解
く
面
白
さ
」（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
二
一
年
八
月
一
九
日
夕
刊
一
二

面
）

�
ド
ミ
ニ
ク
・
チ
ェ
ン
『
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
の
日
本
近
代
文
学
』（
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
、
二
〇
二
一
年
八
月
）
※
「
谷
崎
潤
一
郎

「
陰
翳
礼
讃
」
――
陰
翳
と
い
う
名
の
自
由
」
を
収
録
。

�
宇
野
重
規
「
西
と
東
と
近
代
日
本
の
知
の
往
来
（
二
三
）
明
る
す
ぎ
る
東
京
に
距
離
を
お
い
て
――
谷
崎
潤
一
郎
」（『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

通
信
「
究
」』
第
一
二
八
号
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
）
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